
 

□ （1）

□ （2）

□ （3）

□ （4）

□ （5）

□ （6）

□ （7） 社会主義をおそれた列強が干渉戦争をおこしたロシアに軍を送ったこと。

□ （8）

□ （9）

□ （10） （6）のあとをついだソ連の指導者。

□ （11） （10）がおこなった1928年から、重工業中心の工業化と農業の集団化を強行した計画。

□ （12）

□ （13）

□ （14） （13）をつくる提案をしたアメリカの大統領。

□ （15）

□ （16）

□ （17） 1919年にドイツで制定された満20歳以上の男女の普通選挙権などが定められた法律。

□ （18）

□ （19）

□ （20） 1919年に朝鮮半島全体で起こった日本からの独立をめざした運動。

□ （21）

□ （22）

□ （23）

□ （24） （23）を唱えた人物。

□ （25）

□ （26）

□ （27） 第一次世界大戦によって、欧米からの輸入が途絶えたため、日本は（　　　　）工業が発展した。

□ （28）

□ （29）

□ （30）

□ （31）

□ （32） 青鞜社を結成して女性の解放を唱えてきた人物。

□ （33）

□ （34）

□ （35）

□ （36） 1925年に同時に共産主義に対する取り締まりが強められた法律。

□ （37）

□ （38）

□ （39）

□ （40） 「羅生門」や「蜘蛛の糸」などの小説を書いた人物。

7
新
し
い
文
化
と

生
活

1925年（大正14）に東京、大阪で（　　　　）が始まった。

「善の研究」で東洋と西洋の哲学を統一した哲学者。

6
広
が
る
社
会
運
動
と
普
通
選
挙
の
実
現

第一次世界大戦の経済成長によって労働者が大幅に増加して、（　　　　）もしきりにおきた。

農村でも、小作料の減額などを求める（　　　　）がしきりにおきた。

部落差別に苦しんだ人々も、1922年に京都で（　　　　　）を結成した。

1924年に、政党勢力は第二次護憲運動を起こし、加藤高明を首相とする（　　　）内閣が成立した。

1925年に加藤内閣は、納税額による制限を廃止して、満25歳以上の男女に選挙権をあた
えた法律。

加藤内閣以後、1932年に犬養毅内閣がたおれるまでの8年間、政党の総裁が内閣を組織することが慣例になっ
た、これを「（　　　　　　　）」という。

5
大
正
デ

モ
ク
ラ
シ
ー

と
政
党
内
閣

の
成
立

1912年に桂太郎が3度目の組閣したとき、議会を無視する態度をとったため、新聞や知識人などが
憲法を守ろうとした運動を起こしたこと。

普通選挙によって国民の意向を政治に反映させることを（　　　　）主義という。

憲法学者の美濃部達吉が主張した、主権は国家にあり、天皇は国家の最高機関として憲法に従って
統治するという憲法学説。

第一次世界大戦によって、日本の経済は好況になったこと。

1918年にシベリア出兵をきっかけとした米の買いしめから、米の値段が大幅に上がったため、米の
安売り運動。

（28）により寺内正毅（まさたけ）内閣が退陣すると、立憲政友会総裁の原敬が首相とし、本格的な（　　
　　）内閣が成立した。

1921年から翌年にかけて、アメリカの呼びかけで開かれた会議。この会議で海軍の軍備の制限や中国の独立と
領土の保全などを確認した。

4
ア
ジ
ア
の
民
族
運

動

1915年、第一次世界大戦で欧米列強のアジアへの関心がうすれたのを機に、日本は中国に対して、
租借期間の延長などの（　　　　　　）の要求を示した。

1919年、中国国内での反日運動と帝国主義に反対する国民運動。

インドで非暴力・非服従を唱えた人物。

3
国
際
協
調
の
高
ま
り

1918年、ドイツが降伏をして第一次世界大戦が終わり翌年パリ講和会議で結ばれた条約。

1920年に世界平和と国際協調のための組織。

（13）の本部。

2
ロ
シ
ア
革
命

ロシアでは社会主義を唱える世界で最初の政府ができた。このできごとを何というか。

（5）の指導者は誰か。

干渉戦争にも勝利をしたロシアは1922年に（　　　　　　　　）が成立した。

私的な財産を認めず、すべてを共有していくことにより貧富のない社会が生まれるという思想や運動。

1
第
一
次
世
界
大
戦

ドイツとオーストリアとイタリアの同盟。

イギリスとフランスとロシアの同盟。

バルカン半島は、列強の利害と民族、宗教の対立がからまって紛争が絶えなかったことから何と呼ばれたか。

1914年にオーストリアの皇太子夫妻がサラエボでセルビア人の青年に暗殺された事件をきっかけに
始まった戦争。

目標時間

30分1節 第一次世界世界大戦と日本

第5章 二度の世界大戦と日本

日付 1回目 日付 2回目 日付 3回目


